
大迫感想 
野菜の価格高騰の原因として、暖冬の影響による不作が上げられています。 
道の駅 にしきの里でも昨年と比較し 30％程度野菜の仕入量が減少していると聞き、身近なところでも 
野菜の不作が野菜の価格高騰に繋がっているという現実を感じさせられる機会となりました。 
生産者・小売業の方が努力した結果が現在の野菜の価格であることを理解したうえで購入したいと感じました。 
 

 

 

  

 
鹿児島県椎茸農業協同組合 
『ニュースに対しての声』 
椎茸の値段もかなり上がっている。寒暖差が無いと育たない
椎茸が今年は暑さが続き、生産量が落ちている。また生産者が
減少している実態もあり、生産量そのものが減少している。 
昨年は 4,000 円程のものが、今年は 6,000～7,000 円になっ
ている。さらに値段は高いが、品質が悪い。 
今後も値段の高止まりが続く可能性はあり得る。生産者の減
少＋高齢化も重なり、生産量が減り、鹿児島の椎茸業界として
は対策が急務である。 

『続く野菜の高値』2024 年 12 月 6 日 南日本放送参照 

鹿児島市のスーパーでは白菜が 1玉 380 円、大根が 1本 258 円と例年より 2割～3割ほど高値
で販売されていました。鹿児島中央青果によりますと、高温や日照不足による生育不良で去年
と比べ大根は 1.6 倍、長ネギは 1.5 倍に値上がり、特にキャベツや白菜は害虫に葉が食われる
などの被害で収量も減りキャベツは 2.6 倍、白菜は 2倍と鍋物に欠かせない野菜が大幅に値上
がりしているようです。 
店頭ではカット野菜や鍋に必要な野菜が少量ずつ入った野菜セットの売り上げが例年の 1.5 倍
に伸びているとのことでした。 
この現状を踏まえ、どういった影響があるのかお客様にお聞きしました。 
 

ピックアップニュース 

坂上感想 
鹿児島県の生しいたけの生産量は全国 26 位、乾しいたけは、全国６位を誇る生産量ですが、お客様の声を聞く
と生産者減➢生産量減➢価格高騰に直結していることが分かりました。野菜の高騰とは少し違った理由も重なる
ことがあるようです。我々システム会社が出来ることとしては、少しでも事務方さんの負担を軽減できるような 
後押しをすることが必要ではないかと強く感じました。 

 
道の駅 錦江にしきの里 
『ニュースに対しての声』 
 
ニュースにも取り上げられているように今年は野菜
の価格が軒並み上がっている。 
消費者のことを考え、商品を切らさない事、近隣のス
ーパーより価格を安くする事を心がけている。 
昨年と比較して、野菜の仕入量は 30％程度減少して
いる。 
近隣のスーパーよりは価格を抑えているため、遠方か
ら買いにくるお客様もいる。今後もそういった方々の
期待に応えれるようにしていきたい。 
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日本システム株式会社 ～みんなが集まる小さな箱庭～ 

お客様に聞きました！！    

お客様に聞きました！！    

 
【所在地】 
鹿児島県霧島市隼人町内 1300-2 
 
【事業内容】 
・受託販売事業 
・直販事業 
・購買事業 
・指導事業 

お客様ご紹介 

 
【所在地】 
鹿児島県錦江町神川 3306-18 
 
【取り扱い品】 
・青果物 
・花・野菜苗 
・お土産・郷土菓子 

お客様ご紹介 

過去の記事はこちら☟ 



 
ここからは、データ分析ツール（Linxgate）のご紹介 

  

「市場ニーズを掴むヒントを得られた」 

   ～数量・単価という視点の大切さ～ 
■導入企業：飲料卸売業 
■商品点数：約100点 

■社長の解決したいこと：「商品ごとの売上数量・売上単価の推移を見たい」 

➢社長は商品の売上実績の複数年比較は行っており、売上増減については把握されていた。 

今回新たに商品ごとの売上数量と売上単価も複数年比較に反映できないかと営業担当 3名に依

頼をかけた。理由としては売上減少の要因は単価減少か数量減少であるかの 2つの視点で見る

必要があると感じたためである。 

しかし、作成には毎月1人当たり約3時間要していたため、他の業務に時間をかけるためには 

どうしたら良いかと相談を受けた。 

■弊社提案：Linxgate 導入にて商品別の売上実績推移表＋売上数量・売上単価の反映 

所在地：鹿児島市荒田 2丁目 56-10 

TEL：099-256-5930 

FAX：099-258-3335 

代表者：西田 秀利 
資本金/年商：2,800 万円/24.1 億円(2024 年 8 月) 
社員数：141 名 
導入実績 一般企業：2,192 社 
     医療・福祉法人：464 社 

ユーザーの声   

「商品別売上実績の複数年比較に加え、売上数量・売上単価も同時に見れるようになった！」 

【営業担当メリット】 

営業担当が見たいデータを常に調査する自主性が生まれ、追及していくスタイルに変化してい

き、営業方としても市場ニーズを掴むヒントを得られるようになった。 

【営業方 3名の時間的メリット】 

これまで商品別売上実績表の作成に毎月 1人当たり約 3時間要していたが、Linxgate 導入に

より資料作成に要する時間が 5分となった。 

ここだけを見るのは

危険です！ 

売上金額は増加していますが、 

売上数量は減少しています。 

➡市場ニーズとしては低下傾向 


